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平

安

時

代

初

め

、
弘

法

大

師

空

海

が

開

い

た

真

言

宗

の
総

本

山

高

野

山

（
和

歌

山

県

高

野

町

）
。

標

高
９

０

０

厨

の

山

上

は

１

２

０

０

年

の
歴

史

を

持

つ
。

女

人

禁

制

こ
そ

明
治

初

め

に

解

か

れ

た

が

、
今

も

１

１

７

の
寺

院

が

立

ち

並

び

、
人

口

３

５

０

０
人

の

町

に
僧

侶

は

約

６

０

０
人

い
る

。

町

の
中

心

部

に

あ

る

私

立

高

野

山

高

校

。

昨

年

１１

月

２３

日

、
約

１

４
０

人

の

全

校

生

徒

が

講

堂

に
集

ま

り

、

「
追

悼

法

会

」
が

開

か

れ

た

。

同

校

の
す

べ

て

の
関

係

者

を

供

養

す

る

た

め

、
真

言

宗

で
最

も
格

が

高

い

法

会

の
形

を

と

る

。

主

役

を

務

め

る

の
が

、
宗

教

科

３

年

生

の

男

女

生

徒

７
人

だ

（）
本

物

の

袈

裟

に

身

を

包

み

、

シ

ン
バ

ル

の
よ

う

な

専

用

の

楽

器

を

鳴

ら

し

、
約

１

時

間

半

に

わ

た

っ
て

、
様

々
な

お

経

を

唱

え

る

。

堂

々
と

執

り

行

う

姿

は

、
と

て
も

高

校

生

に
見

え

な

い

。

宗

教
科

で
は

、
男

女

生

徒

と

も

入

学

と

同

時

に
出

家

。

戒

名

を
授

か

っ

て

、

真

言

宗

の

僧

侶

見

習

い

と

し

て

、
高

校

生

活

を

送

る

。

男

子

は

全

員

坊
主

頭

。
宗

教

法

人

が

経

営

す

る

高

校

は
多

数

あ

る

が

宗

教

家

を

目
指

す

コ
ー

ス
が

あ

る

の

は

珍

し

い

。

同

校

は

「

『
宗

教

科

』

と

い

う
学

科

が

あ

る

の

は

こ

こ
だ

け

」
と

い

う

。

同

校

は

真

言

宗

の
僧

侶

養

成

校

と

し

て
明

治

に
開

学

。

当

時

は

男

子

生

徒

の

み

で

、
全

国

か

ら

集

ま

っ
た
弟

子

た

ち
が

袈

裟

姿

で
勉

強

や

修

行

に

ヽ

励
ん
だ
と
い
う
。
戦
後
に
男
女
共
学

に
な
り
、
僧
侶
希
望
者
以
外
の
入
学

も
増
加
。　
一
方
で
、
寺
院
の
後
継
者

た
ち
は
地
元
の

一
般
校
に
進
む
ケ
ー

ス
が
増
え
た
。

現
在
、
同
校
は
特
別
進
学

コ
ー
ス

や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
な
ど
か
ら
な
る

普
通
科
と
、
宗
教
科
の
２
本
立
て
だ
。

宗
教
科
で
は
、
１
年
生
の
終
わ
り
ま

で
に
５
種
類
の
お
経
を
暗
記
し
、
卒

業
す
る
こ
ろ
に
は
、
法
会
の
ほ
か
、

布
教
の
実
技
も
す
る
。

同
校
は
交
通
が
極
め
て
不
便
な
た

め
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
親
元
を
離

れ

、
寮

に
入

る

か

、
お
寺

に
住

み

込

む

「
寺

生

」

と

し

て

通

学

し

て

い

る

。

近

年

は

、

こ
う

し

た
環
境

が

、

不

登

校

や

い

じ

め

な
ど

様

々
な
悩

み

を

抱

え

た
生

徒

が

再

ス
タ

ー

ト

を

切

る

場

に

な

り

う

る

と

し

て
注

目

を

浴

び

て
い

る

。

追

悼

法

会

に
は

、
緊

張

し

た

面

持

ち

で

お

経

を

唱

え

る

平

幡

航

正

君

（
・８

）
の
姿

も

あ

っ
た

。
法

会

の
大

役

は

２

度

目

。

前

回

は

い

ま

一
つ
だ

っ

た

の

で
気

合

が

入

っ
た

。

「
高

校

３

年

間

で

一
番

い

い

経

験

だ

っ
た

」

平

幡

君

は
今

春

、
隣

接

す

る

１
年

制

の
専

門

学

校

、
高

野

山

専

修

学

院

に

進

学

す

る

こ

と

が

決

ま

っ

て

い

る

。

こ

の
学

校

で
は

一
切

の
肉

食

を

禁

じ

ら

れ

、
友

人

知

人

と

も

連

絡

を

絶

ち

、
修

行

漬

け

の

日

々
を

送

る

。

１
年

後

に

卒

業

す

れ

ば

、
正

式

に
僧

侶

と

な

る

。

平

幡

君

は

千

葉

県

戯

紆

市

生

ま

れ
。

２

６

０

０

軒

も

の
檀

家

を

抱

え

る

大

寺

院

が

実

家

だ

。

「
早
く

ち

ゃ

ん

と

し

た

お

坊

さ

ん

に

な

っ
て
家

業

を

手

伝

い

た

い

」

。

そ

う
決

心

す

る

ま

で
の
道

の
り

は
長

か

っ
た

。

「
尾
崎

豊

路

線

だ

っ
た

ん

で
す

。

こ

こ
に
来

る

前

は

」

尾

崎

豊

は

「
卒

業

」

な
ど

で
青

春

の
鬱

屈

を

歌

っ
た
歌

手

だ

。

「
小

学

５

年

生

の
と

き

、
通

り

す

が

り

の

近

所

の

人

に

『
く

そ

じ

じ

い

』

と

暴
言

を

吐

い

て

、
学

校

に
苦

情

が

来

た

と

き

か

ら

、
両

親

の

『
す

み

ま

せ

ん
人

生

』
が

始

ま

っ
た

そ

う

で

す

」

。

中

３

の

終

わ

り

ご

ろ

に

は

、
髪

は
脱

色

し

て
茶

色

だ

っ
た

。

毎

日

の
よ

う

に
友

達

の
家

で
夜

更

か

し

し

、

親

か

ら

の

電

話

は

無

視

し

た

。
自

分

か

ら

親

に
話

し

か

け

る

こ

と

は

な

く

、

話

し

か

け

ら

れ

て

も

『
う

る

せ

―

』

と

し

か

言
わ

な

か

っ

た

。
地

元

の
高

校

に

進

ん

だ

が

、
２

年

に

な

る

と

「
い

ろ

い

ろ

あ

っ
て

転

校

す

る

こ

と

に

な

っ
て

し

ま

っ

た

」

。

そ

う

し

て
や

っ
て
き

た

の
が

、

７

０

０

ダ

離

れ

た
高

野

山

高

校

だ

。
宿

追
悼
法
会
で
お
経
を
あ
げ
、
儀
式
を
す
る

一

宗
教
科
３
年
の
生
徒
た
ち
。
左
か
ら
３
人

一

目
が
平
幡
航
正
君
＝
和
歌
山
県
高
野
町

　

一

坊
の
あ
る
寺
に
住
み
込
み
、
修
行
し

な
が

ら
学
校

へ
通
う

こ
と

に
な

っ

た
。
転
入

を
控
え
た
夏

、
髪

を
そ

り

、
住
み
込
み
先
の
寺

へ
来
た
。
付

き
添

っ
て
き
た
父
は
平
幡
君
を
託
す

と
、
振
り
返
る
こ
と
も
な
く
、
去

っ

て
い

っ
た
。

さ

っ
そ
く
翌
朝
か
ら
、
仏
様
の
前

で
お
経
を
あ
げ
る

「
朝
の
お
勤
め
」

が
始

ま

っ
た
。
起
床

は
午
前
６
時

前
。
衣
を
自
分
で
着
な
く
て
は
な
ら

な
い
が
、
家
で
習

っ
て
き
た
の
に
、

う
ま
く
着
ら
れ
な
い
。
な
ん
と
か
身

に
つ
け
て
、
初
め
て
お
勤
め
に
出
て

か
ら
数
時
間
後
。
す
で
に
気
持
ち
は

固
ま

っ
て
い
た
。

「
こ
ん
な
生
活

、
無
理
だ
。
逃
げ

る
し
か
な
い
」

昼
前
に
は
、　
一
晩
だ
け
過
ご
し
た

寺
を
背
に
、
約
３

・
５
ま
離
れ
た
ケ

ー
ブ
ル
カ
ー
の
駅

へ
必
死
で
歩
い
て

い
た
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
高
野
山
駅

は
、
車
に
乗
れ
な
い
高
校
生
に
と

っ

て
、
唯

一
開
い
た

「
下
界
」

へ
の
出

回
だ

っ
た
。　
　
　
　
　
３
一橋
麻
子
）

親
元
を
離
れ
、
見
習
い
僧

と
し
て
生
活
す
る
高
野
山
高

校
宗
教
科
３
年
生
。
男
女
７
人
の
生

徒
が
自
ら
と
向
き
合

っ
た
日

々
を
た

ど
り
ま
す
。
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